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国
地
方
と
も
低
迷
す
る
経
済
情
勢
の
中
で
、
阿
賀
野

市
経
済
に
お
い
て
も
例
外
な
く
厳
し
い
状
況
が
継
続
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
経
済

対
策
事
業
と
し
て
、
阿
賀
野
市
単
独
事
業
の
ほ
か
国
の

補
正
予
算
に
伴
う
き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
と
し
て
平

成
22
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
事
業
化
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
経
済
対
策
事
業
を
中
心
に
そ
の
執
行
実

績
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
市
単
独
事
業
に
お
い
て
は
、
地
域
か
ら
要
望

の
多
い
道
路
修
繕
や
道
路
側
溝
な
ど
小
規
模
で
身
近
な

道
路
施
設
修
繕
工
事
10
件
、
老
朽
化
に
よ
り
調
整
の
き

か
な
く
な
っ
た
消
雪
ノ
ズ
ル
の
交
換
や
除
雪
に
よ
る
破

損
修
繕
等
39
件
、
緊
急
に
修
繕
を
要
す
る
消
雪
ノ
ズ
ル

修
繕
工
事
や
消
雪
井
戸
の
目
詰
ま
り
解
消
、井
戸
洗
浄
、

ポ
ン
プ
取
替
等
消
雪
施
設
修
繕
工
事
９
件
が
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
に

お
い
て
は
、
地
域
要
望
の
早
期
実
現
、
早
期
の
経
済
効

果
発
揮
を
目
的
と
し
て
道
路
施
設
修
繕
工
事
５
件
が
執

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
と
し
て
地
域
活

性
化
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
ほ
か
、
あ
か
ま

つ
荘
や
リ
ズ
ム
ハ
ウ
ス
瓢
湖
、ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
館
、

代
官
所
の
施
設
修
繕
等
６
事
業
10
件
に
つ
い
て
執
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
経
済
対
策
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
早
期

に
阿
賀
野
市
の
地
域
経
済
に
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
緊
急
性
・
地
域
要
望
を
勘
案
し
て
あ
た
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
執
行
の
予
定
さ
れ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
は
事
前
の
詳
細
な
調
査
や
測
量
・
設
計
、

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
調
整
が
と
と
の
い
し
だ
い
順
次

執
行
さ
れ
る
予
定
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
執
行
に
よ
り

所
期
の
目
的
が
十
分
に
達
成
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
阿
賀
野
市
経
済
の
窮
状
、
さ
ら
に
、

震
災
に
よ
る
市
経
済
へ
の
影
響
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

経
済
対
策
事
業
の
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
引

き
続
き
事
業
を
執
行
す
る
こ
と
、
ま
た
、
事
業
執
行
後

の
効
果
に
つ
い
て
検
証
作
業
を
行
い
、
今
後
の
阿
賀
野

市
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
の
立
案
、
経
済
対
策

事
業
の
継
続
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
財
源

を
確
保
し
市
民
生
活
に
支
障
が
で
る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
適
切
に
対
応
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
9
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
農
地
の
有
効
利
用
と
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

⑵
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

⑶
視
察
研
修
に
つ
い
て

一　

経
済
対
策
事
業
の
執
行
実
績
に
つ
い
て

平
成
平
成
2323
年
５
月

年
５
月
1717
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
５
月
17
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
改
革
に
向
け
て

　

地
方
自
治
を
表
現
す
る
例
え
と
し
て
「
最
も
身
近

な
民
主
主
義
の
学
校
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
事
は
、
当
然
に
し
て
自
治
体
議
会
も
地
域
住
民
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
議
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

し
か
し
現
実
は
？

　

今
多
く
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
議
会

は
と
問
わ
れ
れ
ば
多
く
の
方
々
は
「
国
会
」
と
答
え

る
で
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
で
の
国
会
中
継
や
、
新
聞
報

道
等
に
よ
り
論
議
の
内
容
や
重
要
案
件
に
は
解
説
付

き
で
報
じ
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
最
近
で
は
、
事
の

是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
が
ら
み

で
の
国
会
の
動
向
が
朝
か
ら
晩
ま
で
各
種
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
知
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
し
て
も
一
目
瞭

然
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
多
く
の
地
方
議
会
は
、
会
議
公
開
の
原
則
に

基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
議
案
の
審
議
内

容
や
、
議
決
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
不
透
明
等
、
情
報

発
信
含
め
地
域
住
民
か
ら
理
解
い
た
だ
く
手
段
方
法

が
極
め
て
低
調
で
あ
り
、
や
や
も
す
る
と
住
民
意
識

と
議
員
意
識
の
間
に
か
い
離
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

と
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
阿
賀
野
市
議
会
に
も

同
様
な
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
結

果
と
し
て
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
べ
き
地
方
議
会

が
、
住
民
に
と
っ
て
遠
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
現
状

に
有
る
と
大
き
な
懸
念
を
い
だ
き
、
議
会
に
対
す
る

批
判
は
批
判
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、
か
つ
糧
と

し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
か
ら
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る

市
議
会
の
再
構
築
を
大
前
提
と
し
て
、
議
会
の
在
り

方
や
、
議
会
を
組
織
構
成
す
る
議
員
一
人
一
人
の
行

動
規
範
と
し
て
の
議
会
基
本
条
例
策
定
に
向
け
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
と
自
治
体
の
違
い

●
国
（
日
本
）
―
議
院
内
閣
制

　

日
本
の
首
相
（
総
理
大
臣
）
は
、
国
会
議
員
が
同

じ
国
会
議
員
の
中
か
ら
選
び
、
立
法
府
と
し
て
権
限

が
一
元
化
さ
れ
て
い
る
。

●
地
方
自
治
体
―
二
元
代
表
制

　

首
長（
市
長
）と
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
市
民（
有
権
者
）

よ
り
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
首
長
（
市
長
）
と
議

会
は
権
能
（
権
限
や
役
割
）
が
異
な
る
。

　

大
別
す
る
と

　

・
首
長
（
市
長
）
…
執
行
権

　

・
議
会
…
…
…
…
…
議
決
権
・
調
査
権
等

最
近
の
活
動
状
況

３
月
29
日　

 

第
１
・
第
２
分
科
会
、
正
副
委
員
長
・

正
副
分
科
会
長
会
議

4
月
13
日　

 

第
１
分
科
会
、
正
副
委
員
長
・
正
副
分

科
会
長
会
議

5
月
23
日　

委
員
会
（
講
演
会
）

6
月
2
日　

正
副
委
員
長
・
正
副
分
科
会
長
会
議

6
月
22
日　

 

元
阿
賀
野
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
市

民
検
討
会
議
公
募
委
員
と
の
懇
談
会

講演会のようす講演会のようす


